
専
攻
科

 

(2) 募集方法 

ア 入学願書等の受付期間及び受付時間 

受  付  期  間 受  付  時  間 

令和２年９月１６日(水)から９月１７日(木)まで 
９時から２０時まで 
(締切日は９時から１７時までとする。)

   （備考） 郵送の場合は、受付締切期限までに必着のこと。 

 

イ  応募手続 

次の書類を北星高等学校長に提出し、受検票を受け取る。 

(ｱ) 入学願書、収入証紙納付書（定時制課程の志願者のみ）、受検票 

(ｲ) 出身中学校等の校長からの調査書（ただし、平成２７年３月以前の中学校等卒業者につい

ては、卒業証明書をもってこれに代える。） 

ウ  その他 

(ｱ) 入学願書及び調査書の所定用紙は、北星高等学校に請求する。 

(ｲ) 通信制課程のみの志願については、入学選抜手数料及び入学料は不要である。 

 

(3) 検 査 

ア 検査内容    面接及び作文 

イ 日時及び会場 

(ｱ) 日  時     令和２年９月２０日（日）９時から 

(ｲ) 会  場       三重県立北星高等学校 

 

(4) 合格者の決定 

合格者は、合否判定会議の審議に基づき、北星高等学校長が決定する。 

 

(5) 合格者の発表 

令和２年９月２５日（金）９時３０分に、北星高等学校において合格者の受検番号を掲示し、

発表する。 
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Ⅳ 専攻科入学者選抜実施要項 

 

三重県立水産高等学校漁業専攻科及び機関専攻科 

 

１  募  集 

(1)  応募資格 

    入学志願できる者は、次のア、イ、ウのいずれかの条件を満たし、かつエ及びオの両方に該当

する者とする。 

   ア 高等学校もしくは中等教育学校の卒業者又は令和２年３月卒業見込みの者 

   イ 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者又は令和２年３月卒業見込みの者 

   ウ 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第１５０条の規定により、高等学校を

業した者と同等以上の学力があると認められる者又は令和２年３月３１日までにこれに該当す

る見込みの者 

   エ 水産に関する学科の漁業コース及び機関コースもしくはこれらに準ずる学科・コースにおい

て、次に掲げる科目等から合計２０単位以上の海技に関する単位を修得している者 

   オ 乙区域もしくは甲区域で従事する総トン数２０トン以上の漁船又はそれと同等の資格を有す

る船舶の乗船履歴３か月以上を有する者 

     ただし、機関専攻科への入学志願者は、乗船履歴の一部又は全部を工場実習履歴で代えるこ

とができる。 

 

専攻科名 科  目  名 備 考 

漁業専攻科 漁業 

航海 

・ 

計器 

船舶

 

運用

海洋

情報

技術

水産

海洋

基礎

課題

 

研究

  その他海技単位 

として認められる 

科目も含む。 

機関専攻科 

船用 

 

機関 

機械 

設計 

工作 

電気

 

理論

海洋

情報

技術

水産

海洋

基礎

課題

 

研究

    上に同じ。 

 

(2)  入学定員 

漁業専攻科    第１学年    １０人 

機関専攻科    第１学年    １０人 

 

(3)  募集方法 

ア  入学願書等の受付期間及び受付時間 

入学願書等の受付期間は、令和２年２月２１日（金）から２月２７日（木）まで（土曜日、

日曜日及び祝日は除く。）とし、受付時間は、９時から１６時まで（締切日は９時から１２時

まで）とする。 

イ  応募手続 

次の書類を三重県立水産高等学校長に提出し、受検票を受け取る。 

(ｱ) 入学願書 

(ｲ) 収入証紙納付書（入学選抜手数料として、2,200 円の三重県収入証紙を貼付する。） 

(ｳ) 卒業証明書 

(ｴ) 身体検査証明書（三重県立水産高等学校所定の様式による。） 

(ｵ) 最終出身学校長からの調査書 
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専
攻
科

(ｶ) 乗船実習履歴証明書又は工場実習証明書 

ただし、三重県立水産高等学校漁業科、海洋科、機関科及び海洋・機関科の卒業者又は令

和２年３月卒業見込みの者は、(ｳ)、(ｴ)、(ｶ)を省略することができる。 

なお、納入した入学選抜手数料は理由のいかんを問わず返却しない。 

 

 

２  面接検査 

(1)  検査期日   令和２年３月１０日（火） 

 

(2)  受  付   ８時３０分から８時５０分まで 

 

(3)  検査日程等 

ア  点呼・諸注意   ９時００分から９時２０分まで 

イ  面  接       ９時３０分から 

 

(4)  検査会場    三重県立水産高等学校  

 

 

３  選  抜 

(1) 選抜方法 

選抜は、出身高等学校長から提出される書類及び面接の結果に基づいて、公正かつ的確に行

う。 

 

(2) 合格者の決定  

合格者は、合否判定会議の審議に基づき、三重県立水産高等学校長が決定する。 

 

 

４ 合格者の発表 

令和２年３月１７日（火）９時３０分に、三重県立水産高等学校において合格者の受検番号を掲

示し、発表する。 

 

 

５  その他 

(1)  入学志願者は、入学志願に必要な所定の用紙を三重県立水産高等学校（〒517-0703 三重県志

摩市志摩町和具2578 電話 0599-85-0021 ) に請求する。 

なお、郵送希望者は、返信用封筒（宛名を記載し、簡易書留相当額の切手を貼付のこと）を添

えて請求する。 

 

(2)  入学願書等を郵送により提出する者は、受検票を返送するための返信用封筒（宛名を記載し、

簡易書留相当額の切手を貼付のこと）を添えて受付期間内に必着するよう提出する。 

 

(3) 受検者は、交付された受検票を、検査当日受付に提示する。  
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（付）令和２年度三重県立高等学校への志願学区外及び県外からの入学志願者等取扱要項 

「三重県立高等学校通学区域に関する規則」（昭和３３年三重県教育委員会規則第１３号。以下「通学区域に関

する規則」という。）に規定する、保護者の居住する住所の属する学区又は当該学区に隣接する学区（以下「志願

学区」という。）外及び県外からの高等学校への入学志願については、「通学区域に関する規則」第３条第２項、

第４条及び第５条並びに本取扱要項及び「保護者の転住を伴わない県外からの入学志願に関する要項」の定めると

ころによる。 

１ 県内居住者の志願学区外の高等学校への入学志願について 

１ 入学志願のできる者 

（１）保護者が本人の志願先高等学校の属する志願学区に転住した者、又は令和２年３月３１日までに転住するこ

との確実な者 

（２）その他特別な理由のある者 

２ 入学志願に係る申請手続 

（１）提出書類 

・ 「通学区域外高等学校入学志願許可申請書」（様式１２）（２部）

・ 志願学区外への入学志願の理由を確実に証明する書類並びに保護者及び本人の住民票の写し

（２）提出先 

三重県教育委員会事務局高校教育課 

（３）提出期間 

・ 前期選抜 令和２年１月２７日（月）から１月２９日（水）まで

・ 後期選抜 令和２年２月２１日（金）から２月２６日（水）まで（土曜日、日曜日及び祝日は除く。）

２ 県外からの三重県立高等学校への入学志願について 

１ 入学志願のできる者 

（１）保護者が入学を志願する高等学校の属する志願学区に転住した者、又は令和２年３月３１日までに転住する

ことが確実な者 

（２）保護者の居住する都道府県に入学を志願する学科を設置する高等学校がない者 

（３）高等学校への出願について隣接する府県と締結している協定により三重県立高等学校に志願できる者 

（４）「保護者の転住を伴わない県外からの入学志願に関する要項」に定める高等学校に入学を希望する者（ただ

し、尾鷲市、熊野市及び南牟婁郡に所在する高等学校については、志願学区内に転住せずに保護者の居住する

住居から通学する者も入学志願できる。） 

※ 前期選抜（スポーツ特別枠選抜含む）及び後期選抜のみとする。

（５）高等学校の定時制課程に入学を希望する者で、入学の期日までに本県に転住又は勤務することが確実な者 

（６）高等学校の通信制課程に入学を希望する者で、入学の期日までに本県に転住することが確実な者 

（７）その他特別な理由がある者 

２ 入学志願に係る申請手続（上記１（３）に該当する者を除く） 

全日制課程への志願者は三重県教育委員会教育長、定時制課程、通信制課程への志願者は志願先高等学校長の

承認を得ること。ただし、再募集以降は、いずれの課程への志願者も志願先高等学校長の承認を得ることとする。 

（１）保証人に係る手続（上記１（２）、（４）のいずれかに該当する者） 

入学志願する者の保護者は、以下の手続を行う。 

・ 「保護者の転住を伴わない県外からの入学志願に関する要項」に定める保証人の役割を果たすことがで

きる者に、保証人となることを依頼する。

・ 志願先高等学校長に、保証人を立て出願したい旨を申し出るとともに、面接の依頼及び面接日時等を調

整する。
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